７月６日　ひかり保育園たなばた会　プラネタリウム　原稿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山大学教育学部　富田ゼミ　河野、比嘉
みなさん、こんにちは！プラネタリウムへようこそ。

まだ外は明るくて、星を見ることは出来ません。でも、このプラネタリウムのなかで、

今からみなさんを、たなばたの夜へとご案内します。

７月７日、たなばたの夜。いつもは天の川にはさまれて会うことのできない、おりひめとうしかいが、一年に一度だけ、会うことを許された夜です。

おりひめぼしは、こと座のベガという星です。うしかいのひこぼしは、わし座のアルタイルという星です。どちらもとても明るく、美しく輝いて見えます。ちょうど二人の間に、天の川があります。

６月にみんなで銀河の写真を見たのを覚えているかな？天の川も、実は銀河なんです。大阪の街中ではなかなか見ることができませんが、街明かりのない、暗い夜空が見れるところへ行くと、天の川を見ることができます。
次に、おりひめぼしとひこぼしの渡し船になっていて、かささぎとも呼ばれている、愛のキューピットを紹介します。明るく輝いているデネブという星が目印の、はくちょう座です。おりひめぼしとひこぼしの間にあり、大きな翼を広げていて、まるでふたりのあいあい傘のようです。
おりひめぼしのベガ、ひこぼしのアルタイル、そしてはくちょう座のデネブをつなげると、大きな三角形が見えます。これを、夏の大三角といいます。

そしてもうひとつ、夏の星座の代表格と言える、さそり座を紹介します。→星座絵

さそり座は、夏の夜、南の空低く見えます。（アンタレスを指して）この星は、さそりの心臓であり、アンタレスといいます。実際には赤く輝いて見えます。
いかがでしたか。

たなばたの夜空を楽しんでもらえたでしょうか。

今日の夜ぜひ、ご家族で夜空を見てください。

どうもありがとうございました。

その他…

· 時間が余れば、北斗七星を見せる。

· 木星はさそり座付近にある。

· さそり座は真南にある。

· 夏の大三角が東にある。

· 北斗七星が東におちている。

· 月は下弦の月なので、夕方にはまだ見えない。

· 夕方西の空に、金星がまばゆく輝いている。
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